
会場／東総文化会館大ホール
定員／600人
※応募者多数の場合は抽選。入場には整理券が必要です。
申し込み方法／往復はがきか、病院ホームページ内の専
用フォームで申し込んでください。一度の申し込みで２
人まで応募できます。
申込期限／８月30日（金）

 
　 診療案内〜よくある質問と回答〜

Ｑ 盆期間中の診療について教えてください
　盆休みはなく、通常通り受診できます。救急外来は24
時間365日診療を行っています。

 
　
�
諸橋芳夫初代病院長生誕100年�
記念講演が開催

　本年は当院の諸橋初代病院長の
生誕100年に当たることから、記
念講演会が開催されます。事前の
申し込みが必要で参加は無料です。
日時／10月12日（土）　午後１時
30分〜４時30分
内容／●記念講演Ⅰ「生

いのち

命輝かそ
う旭中央病院〜諸橋芳夫先生の遺
志を継いで〜（全員参加の健康づ
くり、街づくり）」（全国公私病院
連盟会長：邉

へん

見
み

公雄先生）　●記念講演Ⅱ「病気という名
の自己発見」（作家・作詩家：なかにし礼さん）

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

【往復はがきの書き方】

往信（表） 返信（裏）

〒289-2511

旭市イの1326番地
旭中央病院
地域医療講演会
参加申し込み係 行

往信
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返信用の裏面は
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ください。
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様

返信
62 ・住所
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・申し込み人数
　 （２名の場合は

お連れの方の
氏名・年齢）

　認知症とは、さまざまな原因で脳の働きが悪くなり、
記憶、理解、判断力などが低下し、日常生活に支障を
きたす状態をいいます。
主な症状
◦新しいことが覚えられない、忘れてしまう。
◦時間、場所、人が分からなくなる。
◦理解や判断が遅くなる、できなくなる。
◦イライラして落ち着かなくなる。
◦気分が落ち込み、ふさぎ込みがちになる。
◦実際にはないことが頭に浮かんだり、見えたりする。
認知症を予防するには
　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。生活習
慣を変えることで、認知症の発症や進行を遅らせるこ
とができる可能性があります。
①体を動かそう
　ウオーキングや水泳などの有酸素運動は、脳の血流
を良くします。筋力を付けることで、転倒・骨折によ

る寝たきりの予防にもつながります。
②バランスの良い食事を取ろう
　バランス良く栄養を取ることは、認知症の要因であ
る高血圧や糖尿病といった生活習慣病の予防につなが
ります。
③活動的な生活を心掛けよう
　趣味やスポーツ、友人との交流などを楽しんでいる
人は、認知症になりにくいといわれています。活動的
な生活は脳に刺激を与え、活性化させる効果がありま
す。
早めの相談と治療が大切
　少しでも心配なことがあれば、かかりつけ医や専門
の医療機関、地域包括支援センターなどに相談してく
ださい。

〈相談窓口〉
旭市地域包括支援センター（☎62-5433）
旭市東部地域包括支援センター（☎74-3433）
旭市北部地域包括支援センター（☎68-2055）

【高齢者福祉課保健師】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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日常生活でできる認知症予防

諸橋初代病院長
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